
 

 

                            【開発チーム】
（メンバー）
   開発商品の特性に応じた生産から施工，マーケティングに至る実務者

・開発商品の設計検討                 ・試作品の性能評価，モニター調査，
・研究成果の活用検討                   意見交換会の検討・実施
・試作に関する取りまとめ　等         ・性能評価等の結果による試作品の
                                       改良　等
                                     

＜事業フロー図＞
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      【企画検討委員会】

（メンバー）
   生産者から消費者に至る関係者

・ニーズアンケートの検討・実施
・開発商品の企画立案
・試作品に係る意見交換　等
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１　年　目

行政の窓

　北海道では，トドマツ・カラマツを主体とする人工

林資源が充実しつつありますが，これら中小径木の多

くは梱包材や土木用材などへの利用が中心となってお

り，付加価値の高い利用での需要拡大が急務となって

います。

　また，最近は健康・快適・本物・自然志向などへのユー

ザー意識の高まりにより，木質内装材等に対する潜在

需要が高まりつつあり，多様な顧客ニーズに応える木

材製品の提供が求められています。

　このようなことから，道では，平成 18 年度から，

北海道木材産業協同組合連合会が行う針葉樹人工林材

（中小径木）を活用した木質内装材等の新商品を開発

する「売れる商品づくりステップアップ事業」に支援

を行います。

　新製品の商品化には，消費者や様々な分野の関係者

のニーズを踏まえ，マーケットを意識した商品づくり

に取り組むことが重要であり，この事業では建具・販

売業者，設計士，消費者，林産試験場職員等の生産者

から消費に至る関係者の連携により，市場競争力のあ

る新商品（＝売れる商品）づくりを促進します。

＜事業期間＞

平成 18 年度～平成 21 年度

  商品開発 1アイテムにつき 2年間

　3アイテムを開発

   （H18 ～ H19，H19 ～ H20，H20 ～ H21）

＜平成 18 年度事業スタート＞

　去る 7月 5日，第 1回目の企画検討委員会（委員長・

平井卓郎北海道大学大学院教授）が開催され，平成

18 年度～平成 19 年度の 2 年間で開発を進める商品は

選考の結果，道産トドマツを用いた「内装羽目板パ

ネル（仮名）」に決まりました。

　7 月中に道内の木造住宅施工業者や設計業者，販売

業者を対象にニーズアンケートが実施され，9 月 19 日

に開催された第 2 回目の企画検討委員会では，アン

ケート結果を踏まえた新商品開発の方向性について

議論されました。

　今後は，開発チームにおいて，開発商品の設計検

討が進められ，今年度中に試作に関する取りまとめ

結果が報告されることとなっています。

「売れる商品づくりステップアップ事業」がスタート！

（水産林務部林務局林業木材課　木材産業グループ）
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1 設立総会

  去る 8 月 10 日，道庁赤レンガにおいて林業，木材

産業の関係者約 100 名が参加して，「北海道林業再生

研究会」の設立総会が開催されました。

  この研究会は，将来を見定めた森林管理や持続

可能な資源の継承による北海道林業の再生を目指

し，北海道大学・北海道森林組合連合会・北海道

木材産業協同組合連合会・北海道森林管理局・北

海道庁の 5 者が発起人となって参加を呼びかけた

ものです。

  総会では，会の構成や事業内容のほか，役員や分

科会の設置などが承認・決定されました。

 【研究会の目的】

    充実しつつある道内の人工林資源を活かした，低

コストで持続的・安定的な林業経営及び木材の加

工・流通体制を確立し，もって循環利用による森林

資源の充実と森林関連産業の活性化に資する。

 【会の構成と事業】

    全体会議及び分科会で構成し，次の事業を行う。

     (1) 目的の達成に必要な調査研究

     (2) モデル的な取組の実践

     (3) 関係機関等への提言

     (4) その他必要な事業

 【会　員】

    本会の目的等に賛同する個人，法人等とする。（総

会開催時の会員数は 100 名）

 【役　員】

  会　長　　北海道大学名誉教授

　　　　            高橋　邦秀

  幹事長    北海道大学大学院農学研究院教授

  　　　柿澤　宏昭

  幹　事　  北海道森林組合連合会代表理事専務

　  　甲斐武次郎

  幹　事  　北海道木材産業協同組合連合会専務理事

　本橋　正人

  幹　事  　北海道森林管理局企画調整部企画課長

　　西　　　真

  幹　事    北海道水産林務部林務局林業木材課長

　　真山　　良

 【分科会】

    分科会は，全体会議で定められた研究テーマの

もとに，参加者が自由かつ主体的に議論を行う場

として，具体的な調査・研究を行うものです。

    ○資源管理分科会 ～ テーマ「 人工林資源から

の出材量の拡大と将来にわたる安定供給」      

    ○林業経営分科会 ～ テーマ「 持続的な人工林資

源の供給・更新が可能な低コスト林業の確立」

    ○木材加工・流通分科会 ～ テーマ 「低コストで

品質・性能の優れた人工林材の加工・流通体制

の整備」

  －記念講演－

    本研究の設立を記念して，富士通総研経済研究

所主任研究員の梶山惠司氏による「林業再生に向

けて～ 50 年目のビジネスチャンスをどう活かす

か～」と題した記念講演が行われました。

    梶山氏は，ヨーロッパの林業先進国との比較分

析による，日本の森林再生と林業の自立の実現に

向けた具体的な提言を出されているほか，実践面

でも産官学のパートナーシップによるモデル的な

取組である「富士森林再生プロジェクト」で，中

心的な役割を果たされています。

    今回の講演でも，ヨーロッパ林業との比較や自

らの実践例のデータを分かりやすく示しながら，

日本において林業が成立すること，そして，今が

まさに林業再生のチャンスである，というお話を

いただきました。

2 第 1 回分科会

  設立総会での決定を受け，9 月 14 日，15 日に 3 つ

の分科会が開催されました。

　各分科会では，それぞれ座長を選出するとともに，

効率的な研究を進めるために「研究班」を設置でき

ることとし，研究班が担当する研究項目や今後の進

め方などについて意見を交換しました。

  今後は，班を中心に，課題の解決に向けた具体的

な研究が進められることとなり，11 月下旬に予定さ

れている第 2 回分科会で，取組状況が報告されるこ

ととなっています。 

北海道林業再生研究会の設立について

道内の林業と木材産業の活性化を図るため，産学官の幅広い関係者が結集し，川上から

川下までの様々な課題とその方策を探る「北海道林業再生研究会」が設立されました
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 【資源管理分科会】

と　き：平成 18 年 9 月 14 日　13:00 ～ 15:00

ところ：道庁 10 階 水産林務部 1号会議室

○座長選出 … 真山　良

           （北海道水産林務部 林業木材課長）

○班の構成と研究項目

  出材等予測班 ：班長 高橋倫人（道林産試験場）

   ・出材可能量の予測    ・将来の齢級構成の予測

  資源管理班  ：班長 真山　良（道水産林務部）

   ・資源の把握          ・齢級構成の平準化

※適切な資源管理がされない場合のシナリオにつ

いて両班共通の検討事項とする。

 【木材加工・流通分科会】

と　き：平成 18 年 9 月 14 日　15:30 ～ 17:30

ところ：道庁 10 階 水産林務部 1号会議室

○座長選出 … 平井　卓郎（北海道大学　教授）

○班の構成と研究項目　(想定 )

  原 木 確 保 班 ： 班長　未定

   ・人工林原木の流通状況の把握　

   ・原木確保の課題と方策　

   ・長期的な原木の確保

  マーケティング班 ： 班長　未定

   ・マーケットへのアプローチの手法

   ・新たな製品の開発

   ・製品流通の合理化

  製 材 ・ 加 工 班 ： 班長　未定

   ・製材工場等の経営状況の把握 

   ・生産性の向上とコストの低減 

   ・原木径級に応じた生産システム

   ・長期的な原木の確保

※当分科会は各班相互に関連性が高いことから，

まず総合的な戦略について検討を行い，後日，

班を編成

 【林業経営分科会】

と　き：平成 18 年 9 月 15 日　10:00 ～ 12:00

ところ：道庁 10 階 水産林務部 1号会議室

○座長選出 … 柿澤　宏昭（北海道大学　教授）

○班の構成と研究項目

  育  林  班 ： 班長 菊地　健（道林業試験場）

   ・求められる育林手法とコスト低減　

   ・育林用機械の検討

  素材生産班 ： 班長 佐々木尚三（森林総合研究所

北海道支所）

   ・路網整備の検討　

   ・機械化作業システムの検討　

   ・生産ロットの検討

   事 業 体 班 ： 班長 柿澤宏昭（北海道大学）

   ・森林施業の担い手の検討　

   ・地域が一体となった森林施業の推進方策　

   ・マネージメントの強化

   ・持続的な木材の安定供給

※班の名称などについて，後日調整

3　おわりに

  今年度の研究会は，分科会活動を中心として，関

係者が情報と認識を共有しながら検討を進め，来年

度にはこの成果を踏まえ，モデル的な取組の実践を

目指しています。

  また，3 年後を目途に中長期的な視点に立った

林業再生に向けた取組方向を提言することとして

います。

　取組研究会への参加は自由です。会費は不要です

ので，この研究会の趣旨に賛同していただける方

は，是非，参加の申し込みをいただきますようお願

いします。

（水産林務部林務局林業木材課　林業木材グループ）
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